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１． 研究課題

画像や音声データのように物理世界をセンシングして得られる高次元実データから意味情報

を引き出すことは長年の努力を跳ね返してきたが、例えば画像中の物体や状況などを人間の

ように認識させることは、ロボットの能力向上に不可欠で、介護などの労働力不足が予想さ

れる日本における社会的必要性の高い技術である。本プロジェクトでは、高階・多層確率場

を主な道具として、確率場最適化の高度化と応用実用化、多層モデルが高性能を示す原因の

解明、高階・多層モデルの関係の検討などをめざした。

２． 主な研究成果

組織病理学では、顕微鏡で観察されるべき細胞組織の特徴に応じて様々な病理染色が行われる。しかし、

病理染色は不可逆であり、一度染色されたスライスに対して別の染色を施すことはできない。この研究で

は全層畳み込みニューラルネットワーク(FCNN)を用いて、染色されたスライスの画像から別の染色のスラ

イスの画像への変換を行い、単一の染色からの複数の染色結果の再現を検討した。FCNN の学習には、

入力画像と教師画像の間で位置関係が完全に合っているデータが望ましいが、同一の検体に対して複

数の染色方法を適用することはできないため、このようなデータの作成は原理上不可能である。そこで、

FCNNの学習には別々に染色した隣接した 2 スライスの画像の小領域を用い、2 スライス画像の形状の類

似したものを学習データとして用いた[1]。
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５． 研究活動の課題と展望



本プロジェクトの最終目標は、高階・多層確率場を主な道具として、既存の情報技術で実現困

難な「認識」という現象の数学的モデルを構築することである。これらの目標へ向けて、デー

タの持つ不変性や階層性などの構造に直接言及し、その言葉で CNN およびその学習（汎化性）

の理解をめざし、それを一般化するトップダウンモデルに誘導されて一般の不変性について同

様に学習する、より一般的な学習システムの実現をめざす。特に、ディープラーニングによる

構造つき予測問題の個別事例を検討し、そこに存在する対称性を抽象化・一般化し自動的・明

示的に操作する方法を検討する。


